
車
道
や
線
路
を
ま
た
ぐ
、
歩
行

者
専
用
の
橋
「
歩
道
橋
」
。 

歩
道
橋
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に

車
社
会
が
到
来
し
、
交
通
事
故

の
多
発
（
交
通
戦
争
）
が
社
会

問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本

各
地
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

日
本
初
の
歩
道
橋
は
、
一
九
五

九
（
昭
和
三
四
）
年
に
学
童
専

用
陸
橋
と
し
て
愛
知
県
に
作
ら

れ
た
西
枇
杷
島
町
横
断
歩
道

橋
（
に
し
び
わ
じ
ま
ち
ょ
う 

お
う
だ
ん
ほ
ど
う
き
ょ
う
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
に
、
一
枚
の
歩
道
橋
の
写
真
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
道
路
に
轍

（
わ
だ
ち
）
が
見
え
ま
す
。
車
道
を
ま

た
ぐ
歩
道
橋
で
す
。 

撮
影
は
昭
和
七
年
九
月
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
西
枇
杷
島
町
横
断
歩
道
橋
に

先
立
つ
こ
と
約
三
〇
年
。
も
し
か
す
る

と
こ
れ
が
本
当
の
「
日
本
初
の
歩
道

橋
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
院
」
と
は
養
育
院
の
こ
と
で
す
。 
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「
日
本
初
の
歩
道
橋
」
西
枇

杷
島
町
横
断
歩
道
橋
（
愛
知

県
清
須
市
）
。
二
〇
一
〇
（平

成
二
二
）
年
に
取
り
壊
さ
れ

た
。 



こ
の
歩
道
橋
の
写
真
は
「
創
立
六
十

周
年
記
念
寫
眞
帖 

東
京
市
養
育
院 

昭
和
七
年
十
月
」
（
老
年
学
情
報
セ
ン

タ
ー
所
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
養
育
院
の
敷
地
に
は
千
川

上
水
が
横
切
っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。

千
川
上
水
は
、
玉
川
上
水
か
ら
分
岐

し
、
西
東
京
市
・
武
蔵
野
市
の
境
界
か

ら
西
巣
鴨
ま
で
続
く
全
長
二
二
キ
ロ

の
用
水
路
で
す
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の

区
間
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

養
育
院
敷
地
を
横
切
る
千
川
上
水

も
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
道

を
ま
た
ぐ
歩
道
橋
が
作
ら
れ
た
の
で

し
た
。 

 

 

ま
た
、
関
東
大
震
災
で
は
、
当
時

大
塚
に
あ
っ
た
養
育
院
本
院
が
崩

壊
。
養
育
院
本
院
は
、
も
と
も
と
分

院
の
あ
っ
た
板
橋
に
急
き
ょ
移
転
し

ま
し
た
。
日
本
初
の
歩
道
橋
（
？
）

「
養
育
院
の
歩
道
橋
」
誕
生
は
、
関

東
大
震
災
が
遠
因
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

歩
道
橋
が
作
ら
れ
る
前
は
、

千
川
上
水
に
屋
根
付
き
の
橋

が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
昭
和
五
年
撮
影 

創
立
六

十
周
年
記
念
寫
眞
帖
よ
り
） 

 

日
本
で
は
、
一
九
二
三
（
大
正
二
）

年
の
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
自

動
車
が
急
増
し
ま
し
た
。
東
京
で
は

市
電
・
鉄
道
が
壊
滅
し
、
復
興
資
材

運
搬
用
で
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
車
が
大

量
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。
市
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

」 

  

千川上水 

養育院 

歩道橋は 

このあたり？ 


